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研究成果の概要（和文）：日米大学の連携により、英語学習者（EL）、英語母語話者（ENS）、日本語学習者（JL）、
日本語母語話者（JNS）の4つのサブコーパスからなるコンパラブルコーパスを構築し、照応関係に焦点を当てた談話レ
ベルの言語意識を促進することを目的に、センタリング理論の枠組の中で分析を行った。分析では、中心的談話要素（
いわゆるトピック）がどのように移り変わっているか、その際にどの言語形式（名詞、代名詞など）を用いているかに
ついて観察し、二言語間の類似点・相違点、学習者特有の傾向など、英語・日本語教育の現場で活用することができる
示唆を導き出すことができた。

研究成果の概要（英文）：In this collaborative research between Japanese and U.S. universities, we built an
d analyzed a comparable corpus which consists of four types of sub-corpora: English learner (EL), English 
native speaker (ENS), Japanese learner (JL) and Japanese native speaker (JNS).  The goal was to increase d
iscourse-level awareness with a focus on entity coherence.  The corpus analysis results, within the framew
ork of Centering Theory (Grosz et al., 1995), provided us with some pedagogical insights that teachers can
 utilize back in the EFL/JFL classrooms.  These include similarities and differences between the two langu
ages and learner-specific tendencies, in terms of transition types of a focused entity called CENTER and t
heir relation to CENTER form choices (e.g., nouns, pronouns). 
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１．研究開始当初の背景 
（1）言語研究における様々な分野において
コーパスの活用が盛んになって久しい。その
中で、外国語習得過程にある学習者によって
産出されたテキストを体系的に収集した学
習者コーパスは、誤用分析や特定の語（句）・
文法パターンの頻度調査や母語話者コーパ
スとの比較による過剰・過少使用の調査など
で、第二言語習得研究に大いに貢献している
（Granger, 1998）。しかしながら、談話レベ
ルの言語現象に着目した研究は少ない。 
 
（2）言語意識とは、意味と結びつく言語の
形式や機能に向けられる意識的な内省であ
り、言語を客体化して分析し運用に応用する
ことができる能力を言う（Carter, 2003）。厳
格な語彙・統語レベルの規則と異なり、原則
または傾向という色合いが濃い談話レベル
の言語現象は、複合的な要因が影響するため
複雑で知識として与えることが難しい。例え
ば、談話中の文間のつながりを実現する結束
表現（照応表現など）の言語形式を提示する
ことは容易だが、どの文脈でどの言語形式を
使うのが好ましく、またその選択が談話の一
貫性にどのような影響を与えるのかを明示
的・体系的に指導するのは困難であり、よっ
て意識化もされにくいと言える。 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は、日米大学の連携にお

けるコンパラブルコーパスの構築とその分
析結果の外国語（英語・日本語）教育におけ
る活用方法の検討である。 

コーパスは、学習者データに加え、同条件
下で収集した母語話者データを比較対象と
する。コーパス分析においては、談話レベル
の言語現象である照応関係に焦点を当て照
応表現の種類・連続性の分析を行うとともに、
照応表現と談話の一貫性との関係に着目し
たセンタリング理論（Grosz et al., 1995）に
よるモデル化を試みる。 
その分析集計結果から言語別特徴、学習者

傾向を抽出することにより、談話能力の一側
面（照応連鎖による結束性の理解）に関する
言語意識の促進のための言語資源の構築と
指導実践法を検討するための土台とする。 
 
３．研究の方法 
（1）コーパス収集 

研究代表者、研究分担者、および研究協力
者（Willamette 大学・藤原美保教授）が互い
の外国語教育環境を利用してデータ収集を
行った。日米の大学生が、同一テーマおよび
同条件下で、それぞれの母語および学習言語
によって産出した談話サンプル（作文）を収
集した。データとする談話は物語文に限定し、
5 分程度のアニメ映像(PINGU)のあらすじ作
文（ストーリーテリング）とした。これによ

り、英語学習者データ（EL）、日本語母語話
者データ（JNS）、日本語学習者データ（JL）、
英語母語話者データ（ENS）の 4 つのサブコ
ーパスから成るコンパラブルコーパスの構
築ができ、二言語間の比較（ENS-JNS、EL-JL）
と、母語・非母語間の比較（ENS-EL、JNS-JL）
が可能となった。 
また、第 2年度に、研究開始当初予定して

いなかった同じアニメ映像にもとづくスト
ーリーテリングの日本語対話（および事後作
文）データの提供を共同研究者より受けたた
め、この分析も並行して行うこととした。 
 
（2）コーパス分析 
①作文データ 
中心談話要素 (CENTER) の遷移タイプに

よって談話の一貫性をモデル化したセンタ
リング理論を分析のベースとして用いた。同
理論の枠組の中で、CONTINUE（継続）、 RETAIN
（保持）、 SHIFT（移行）の 3 つの遷移タイ
プおよび NULL（途切れ）の分布やその連続性、
CENTER の言語形式（すなわち照応表現）の分
布、および両者の関係などを観察した。   
分析においては、人手による CENTER の認

定などの作業に加え、センタリング分析補助
システムを開発することで各種集計の効率
化を図った。 
 
②対話データ 
日本語学習者が話し手となる対話におけ

る聞き手立場の母語話者の言語活動に注目
し、聞き手発話を分析した。また、聞き手発
話が話し手の事後作文に与えた影響につい
て検証した。分析にあたっては、桝田（2011）
を参考に、聞き手発話のカテゴリーとして
「途中あいづち」に加え、「理解表明発話」、
「理解促進発話」、「援助発話」の 3つを設定
し、タグ付けを行った。 
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４．研究成果 
（1）データ収集 
研究期間の 3 年間で、3 つのストーリー映

像を使用して収集した「作文データ」は総計
で 401 テキストとなった。4 つのサブコーパ



ス別の内訳は表 1の通りである。 
 

 EL JNS JL ENS

1 26 24 23 25 

2 35 31 8 8 

3 73 72 38 38 

計 134 127 69 71 

表１コーパス収集状況 

 
また、共同研究者より提供を受けた「対話

データ」は、話し手である日本語学習者がア
ニメ映像を視聴後に聞き手である日本語母
語話者に対してそのあらすじを語る様子（ス
トーリーテリング）を録音し書き起こした対
話データ 6 対話分と、話し手によるストーリ
ーの事後作文データ 6 つ分である。また、比
較対象として、話し手・聞き手ともに母語話
者である対話データ 2 対話分を用いた。 
 

（2）データ分析 
①作文データ 
表 1に示した収集データのうち、EL/JNS 62

テキスト、JL/ENS 38 テキスト分について、
センタリング分析が完了した。分析データの
概要は表 2の通りである。 

 

  EL ENS JL JNS

text 62 38 38 62 

paragraph 81 87 83 93 

sentence 861 604 670 779

clause 1217 1208 1209 1531

表 2 分析データの概要 
 
センタリング分析では、節 (clause) を分

析単位とする。節に含まれる談話要素のうち、
話題の焦点である CENTER を認定し、隣接す
る節間で焦点（CENTER）がどのように遷移し
ているかを 4つのタイプ（継続・保持・移行・
途切れ）に分類する。CENTER の言語形式（代
名詞、名詞など）・文法関係（主語、目的語
など）についても集計し、４つのサブコーパ
ス間での比較を試みた。その結果、言語別の
特徴や母語話者と異なる学習者傾向をいく
つか得ることができた。 
まず、作文データにおける焦点の遷移タイ

プをみると、図１に示すように、隣接する節
間で共通する談話要素を含まない「焦点の途
切れ(NULL)」の割合に特徴が見られた。言語
別 (ENS、JNS) では、英語で有意に高く、そ
の英語を L1とする日本語学習者(JL) は母語
話者(JNS) に比べて NULLの割合が高かった。 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

図 1 遷移タイプの分布 
 
次に、焦点の言語形式について、焦点を代

名詞・指示詞で表現している割合・名詞で表
現している割合を図 2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 2 焦点の言語形式 

 
それぞれの母語話者と比較して、英語学習

者（EL）は代名詞を多用する傾向が見られる
一方、日本語学習者（JL）は（ゼロ）代名詞
の使用を控えていることが分かる。 
 さらに、遷移タイプ別に焦点を名詞化して
いる割合を図 3にまとめる。 
 

 
 
 
 
 
 

 
図 3 遷移タイプ別焦点の名詞化の割合 

 
日本語学習者（JL）は、継続(CON)、移行

（SHIFT）において母語話者（JNS）より名詞
を多用する傾向がみられる。また、母語（ENS）
と比較しても、すべての遷移タイプにおいて
焦点を名詞化する割合が有意に高い。 
図 2で英語学習者(EL)の代名詞の多用を指

摘したが、ここでは移行（SHIFT）時に名詞
を用いない傾向が母語話者（ENS）と比べる
と目立っていることが明らかになった。 
次に、焦点の文法関係を見ると（図 4）、4

つのサブコーパスともに主語が大半を占め
るという点は共通であるが、日本語（JNS）
に比べて英語（ENS）において所有格の割合
が有意に高いことが分かった。 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 焦点の文法関係 



関連して、英語を L1 とする日本語学習者
（JL）では日本語母語話者（JNS）と比較し
て所有格の焦点が多く、日本人学生は L1 よ
りも L2 である英語において所有格を焦点と
する割合が高くなっている。 

以上、図１～4 に基本となる集計結果を提
示した。この他に、談話の一貫性をより的確
に特徴づけるとされる遷移タイプの連続パ
ターン 11 種、および推論コストグループ 3
種(HIGH,MEDIUM,LOW)に分けた場合の分析も
行い、ともにいくつかの言語別特徴、学習者
傾向が観察できた。 
 
②対話データ 

日本語母語話者の聞き手が、話し手である
母語話者に対する時と非母語話者（学習者）
に対する時の聞き手発話のカテゴリーの分
布を比較したところ、学習者に対する際に先
取りや言い換えなどの「援助発話」が目立っ
て多いことが分かった。さらに、この援助発
話が話し手による事後作文の語彙選択（主と
して動詞）に刺激を与えている可能性が考え
られる事例も見られた。 

 
（3）分析結果のまとめ 
 

センタリング分析結果から得られた学習
者傾向の中には、L1 の特徴が L2 に影響して
いると思われるケース、逆に L2 である言語
特徴に近い傾向を示すケースが含まれてい
た。言語別特徴については、単複および性別
の情報が示される代名詞（英語）と省略によ
り一切の情報を保持しないゼロ代名詞（日本
語）との相違が関係していると思われるケー
スや、この特徴が学習者（EL、JL）に影響を
与えていると思われるケースが見られた。 

これらの結果には、日本語の省略（ゼロ代
名詞）や英語の代名詞化を指導する際のポイ
ントとなる示唆が含まれており、実際の教育
現場において、母語話者コーパスから抽出し
た実例を用いながら活用することが可能で
ある。 

対話データについては、非母語話者である
話し手に対してとる母語話者の特徴的な聞
き手行動（援助発話の多用）を観察すること
ができた。日本語の省略（ゼロ代名詞）と関
連する援助発話の有無やその影響について、
さらに分析を続けたいところである。 

これらの分析結果については、注目すべき
ポイントを整理した上で、教育的示唆とその
活用法を踏まえながら英語教育・日本語教育
関係の学会で、また、コーパス分析の視点か
ら応用言語学、コーパス言語学関係の学会で、
発表を行った。 
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